参考配布
（本日14:00に、東京工業大学より文科省記者クラブへ投函されたリリースに関する補足説明資料です）

平成１６年1月２１日

東工大との連携協定に基本合意

－地理的距離を最大限に活用した産学研究交流－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱化学株式会社

東京工業大学（所在地：東京都目黒区、学長：相澤　益男　以下、東工大）と、三菱化学株式会社（本社：東京都港区、取締役社長：冨澤　龍一　以下、三菱化学）は、このたび、新しい触媒プロセス技術開発と、無機材料設計・製造技術開発を目的とした、研究者の相互交流型の産学連携推進について基本合意し、1月22日に正式契約することになりました。

今回の連携においては、これまでの産学連携の主流であった大学側にあるシーズと企業側のニーズをマッチングさせるという考え方をさらに推し進め、企業で実施中の実用化を目的としているテーマの中で、東工大の知識・スキルを活用し研究開発を促進・加速することを意図しています。即ちニーズ志向の研究開発への大学の参画・寄与を実現することが期待されるものです。

東工大は、その設立から新しい産業創生を目指した実学志向が強く、産業界にとって頼もしいパートナーであると考えています。加えて、（株）三菱化学科学技術研究センター（本社：東京都港区、社長：今成　真）の横浜（所在地：横浜市青葉区）とは地理的にきわめて近く、研究者の交流、研究設備の相互利用という実務的な価値を最大限に活かせると考えています。
今回対象となるテーマは、新しい触媒プロセス開発（石油化学品）、電子デバイス材料等のキーとなる無機材料設計・製造技術開発（機能化学商品）に関わるものであり、従来型の探索研究のための連携ではなく、現在三菱化学グループ内で進行中の事業化に近い研究プロジェクトへの参画が特徴です。大学においても、企業内で通常行われている具体的な研究課題・目標の設定、スケジュール設定のある研究開発への参加となり、今後必要な企業と大学の研究の意識合わせに大きく役立つものと期待しています。また、共同研究開始１～2年後において、マッチングファンドやナショナルプロジェクトの申請といったことも期待しています。

本相互交流型産学連携は、本年4月から当面2年間を予定しています。将来的には、他の事業領域での連携、発展も期待しています。

従来より三菱化学は、大型の産学連携を積極的に進めてきており、京都大学、東北大学、（独）産業技術総合研究所、カリフォルニア大学サンタバーバラ校(UCSB)等との連携を通じ、特に大学側のシーズを企業側のニーズとマッチングさせる仕組みを実践してきました。今般、東工大との連携協定の契約により、三菱化学としてより包括的且つ強力な産学連携を推進していきます。
以上

（参考添付資料）　　　本件に係わる東工大のリリース
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